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地
域
と
歩
み
新
た
な
役
割
を
果
た
す
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
上
矢
作
病
院

国
保
上
矢
作
病
院
の
歩
み

　
国
保
上
矢
作
病
院
は
、
昭
和
５０
年
に

国
保
上
矢
作
診
療
所
と
し
て
病
床
19
床

で
開
所
し
、
昭
和
５２
年
４
月
に
国
保
上

矢
作
病
院
と
し
て
病
床
50
床
の
病
院
と

な
り
ま
し
た
。
以
後
40
年
間
、
医
療
と

福
祉
が
密
接
に
連
携
し
た
地
域
包
括
医

療
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
病
院
の
役
割
は
、
周
辺
地
域
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
医

療
施
設
で
あ
り
、
と
り
わ
け
国
保
上
矢

生
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
福
寿
の
里
上

矢
作
町
」
と
し
て
、
福
祉
や
健
康
、
長

寿
と
結
び
つ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
国
保
上
矢
作
病
院
は
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
高
齢
化
が
加
速
し
始
め
た
平
成
１５

年
に
は
、
地
域
の
需
要
に
対
応
す
る
よ

う
に
、
長
期
入
院
が
可
能
と
な
る
療
養

病
床
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
導
入

　　
平
成
２６
年
度
、
厚
生
労
働
省
の
診
療

報
酬
改
定
に
伴
い
、
在
宅
医
療
を
手
厚

く
支
援
す
る
病
床
と
な
る
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
は
平
成
２９
年
度
末
ま
で

に
、
療
養
病
床
の
介
護
療
養
病
床
と
医

療
療
養
病
床
を
減
少
す
る
と
の
方
針
を

発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
２８
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
医
療
療
養
病
床
の
施
設
基
準
が
よ

り
一
層
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
全
国
的
な
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

国
保
上
矢
作
病
院
で
は
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昨
年
１１
月
、
急
性
期
治
療
後

の
リ
ハ
ビ
リ
や
在
宅
復
帰
へ
向
け
た
医

療
支
援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
転
換
を
行
い
ま
し
た
。
転
換
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
適

応
可
能
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、

平
成
２７
年
５
月
に
１４
床
、
昨
年
５
月
に

は
２１
床
に
増
や
し
て
試
行
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
患
者
や
家
族
に
も
十
分
受

け
入
れ
ら
れ
、
病
院
と
し
て
も
順
調
に

運
用
で
き
た
た
め
、
昨
年
１０
月
末
で
療

養
病
棟
を
廃
止
し
て
、
一
般
病
床
１９

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
３７
床
の
計
５６

床
で
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
、
患
者
の
み

な
ら
ず
介
護
者
に
と
っ
て
も
、
利
用
し

や
す
い
病
床
と
い
え
ま
す
。例
え
ば「
親

の
介
護
の
た
め
家
を
改
築
す
る
ま
で
の

間
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
し
な
が
ら
療
養

で
き
た
ら
」「
よ
く
熱
が
出
た
り
し
て

介
護
施
設
に
通
え
な
い
」「
病
院
で
入

院
し
な
が
ら
介
護
指
導
し
て
も
ら
い
た

い
」「
父
の
介
護
で
母
が
疲
れ
て
い
る

の
で
、
少
し
休
ま
せ
て
あ
げ
た
い
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
も
利
用
が
可

能
で
す
。
短
期
間
か
ら
６０
日
間
ま
で
の

入
院
が
可
能
で
、
手
厚
い
リ
ハ
ビ
リ
計

画
や
入
退
院
相
談
が
で
き
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
連
携
も
綿
密
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
保
上
矢
作
病
院
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
へ
の
転
換
で
、
病
気
や
け
が
か

ら
の
回
復
期
や
、
地
域
で
の
生
活
復
帰

を
支
援
す
る
と
い
う
新
た
な
役
割
も
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

信
頼
を
生
む
医
師
体
制

　
現
在
、
常
勤
す
る
医
師
は
３
人
。
外

科
を
受
け
持
つ
西
脇
病
院
長
を
は
じ

め
、
内
科
を
受
け
持
つ
安
藤
医
療
管
理

者
と
県
派
遣
医
師
の
岩
田
医
師
が
診
療

を
支
え
ま
す
。
他
に
非
常
勤
医
師
が
５

人
で
、
外
科
と
内
科
の
他
、
整
形
外
科

と
放
射
線
の
医
師
が
担
当
の
曜
日
に
診

療
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
上
矢
作
病
院
は
２４
時
間
体
制
の

救
急
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
休

日
の
救
急
体
制
は
常
勤
の
医
師
だ
け
で

な
く
、
県
立
多
治
見
病
院
や
名
古
屋
市

立
大
学
病
院
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
か
ら
の
応
援
医
師
に
よ
る
支

援
態
勢
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
切
れ

目
の
な
い
万
全
の
医
師
体
制
が
、
信
頼

と
安
心
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
健
や
か
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
医
療
。
市
は
２
つ
の
病
院
と
６
つ

の
診
療
所
（
歯
科
診
療
所
を
含
む
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
市
南
部
地
域
を
中
心
に
一
般
医
療
や
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
山
間
へ
き
地
の
地
域
医
療
を
推
進

す
る
国
民
健
康
保
険
上
矢
作
病
院
。
開
院
か
ら
４０
年
の
歴
史
の
中
で
、
地
域
の
医
療
や
福
祉
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
病
気
や
け
が
か
ら
の
回
復
期
や
自

宅
で
の
生
活
復
帰
を
支
え
る
、
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の

取
り
組
み
や
地
域
に
果
た
す
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。
（
以
下
、
国
保
上
矢
作
病
院
と
表
記
し
ま
す
。
）

□
問
い
合
わ
せ
　
国
保
上
矢
作
病
院
志
４
７
ー
２
２
１
１

▲ナースステーションで患者の容体を共有

 

診

療

の

概

要

■
受
付
時
間
　

午
前
診
療
　
午
前
８
時
３０
分
～
午
前
１１
時

３０
分

夜
診
療
　
午
後
５
時
～
午
後
６
時
３０
分

■
診
　
療
　

内
科
・
外
科
　
平
日
毎
日

整
形
外
科
　
水
、
金
曜
日（
予
約
制
）

救
急
診
療
　
２４
時
間
受
付
（
電
話
受
付
）

往
診
　
平
日
午
後

医
師
派
遣
　
第
１
～
４
週
火
曜
日
午
後

（
国
民
健
康
保
険
串
原
診
療
所
）

■
健
　
診
　
特
定
健
診
か
ら
各
種
ガ
ン
検

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

■
入
　
院
　
一
般
病
棟
５６
床
（
一
般
病
床

１９
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
３７
床
）

■
休
　
診
　
土
、
日
曜
日
、
祝
日
、
１２
月

２９
日
～
1
月
3
日

■
医
　
師
　
常
勤
医
３
人
、
非
常
勤
医
師

５
人
、
他
に
夜
診
当
直
医
師
、
休
日
救
急

体
制
支
援
医
師

▲親しみのある外来診察

作
病
院
は
市
南
部
地
域
を
は
じ
め
、
愛

知
県
・
長
野
県
の
県
境
地
域
に
あ
る「
へ

き
地
医
療
拠
点
病
院
」
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
２４
時
間
体

制
の
救
急
病
院
と
し
て
の
機
能
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
昭
和
５３
年
に
は
公
共
交

通
機
関
の
無
い
地
域
へ
、
患
者
送
迎
バ

ス
の
運
行
開
始
。
昭
和
５９
年
に
は
人
間

ド
ッ
ク
開
始
。
翌
６０
年
に
は
住
民
健
診

全
町
実
施
な
ど
、
住
民
の
意
向
に
寄
り

添
っ
た
医
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
上
矢
作
町
は
、
福
寿
草
の
自



▲高齢者に優しい院内薬局

▼歩行訓練による運動療法

▲顕微鏡で入念に検査

▲訪問看護へ出発する職員
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　国保上矢作病院が歩んだこれ
までの経緯や地域医療の現状、
取り組む変革とは。地域にとっ
てどのような病院であり、今後、
目指す姿は。日々、患者のため
に奔走するとともに、病院経営
に手腕を振るう西脇病院長に伺
いました。

―これまでの歩みと現状をお

聞かせください。

　当院は、昭和５０年６月に国
民健康保険上矢作診療所として
開設され、昭和５２年に国民健
康保険上矢作病院となり、４０
年が経過しました。
　市町村合併以前は、恵南地区
の唯一の病院として、交通事故
や重篤な疾患もすべて当院に搬
送されており、救急病院として
やってきました。しかし、ここ
数年の考え方として、交通事故
などの高度外傷や重篤な疾患
は、県病院などの３次救急へ搬
送すべきとのことから、当院へ
の搬送は慢性疾患を持つ高齢者
が中心となりました。
　上矢作町をはじめ、恵南地区
は高齢化が急速に進んでいま
す。高齢になっても住み慣れた

地域で、できるだけ長く過ごし
たいというのが、皆さまの願い
です。当院では、この願いにで
きるだけ寄り添えるような病院
を目指し、変革して参ります。

―具体的にどのように変革さ

れるのでしょうか。

　多くの病院では１０～２０日ほ
どの入院期間で、病気の急性期
を切り抜けたら退院となること
が一般的です。しかし実際には
自宅で生活できるレベルに戻っ
ていないことが多くあります。
　そこで当院は地域包括ケア病
床を導入しました。２カ月以上
の入院が可能であり、自宅に戻
られた時にできるだけ元の生活
ができるように、生活全般のリ
ハビリを行っています。
　また、日々の介護は大変な労
力を使うことから、介護者の休
息目的の入院も積極的に受け入
れています。

―地域のための取り組みをご

紹介ください。

　病院送迎バスを以前より導入
し、地域の皆さまの足として利
用していただいています。それ

でも通院が困難になった方のた
めに、往診も毎日行っています。
　訪問看護ステーションも併設
しており、自宅で過ごされる患
者様の看護やリハビリを行い、
ご家族の介護の心配事なども医
学的な立場からアドバイスでき
るようにしています。
　当院だけでは在宅生活のすべ
てをまかなうことができません
が、当院の相談員２名により近
隣のさまざまな施設と連携し、
できるだけ快適な在宅生活がで
きるサポートをしています。

―今後の目標や願いをお聞か

せください。

　当院の目標は、患者様が、住
み慣れた地域でできるだけ長く
生活できることです。皆さまが
上矢作病院を気軽に便利に使っ
ていただければと願っていま
す。

地域の皆さまの願いに

寄り添える病院を目指して

病院長　西
にしわき

脇　巨
な お き

記
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医、指導医
日本医師会認定産業医
平成２２年４月から病院長に就任

お
米
を
使
い
、
目
と
舌
で
四
季
を
感
じ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
整
形
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
を
対

象
に
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
生
活
期

に
わ
た
っ
て
、
家
庭
や
社
会
へ
の
復
帰

を
目
標
と
す

る
理
学
療
法

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
運
動
療
法

で
は
、
日
常

生
活
で
必
要

な
寝
返
り
や

起
き
上
が
り

の
基
本
動
作
や
歩
行
訓
練
を
行
い
ま

す
。
退
院
前
自
宅
訪
問
や
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
物
理
療
法
で
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
電
気
治
療
や
温
熱
、
牽

引
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
使

い
、
痛
み
の
緩
和
や
血
液
循
環
の
改
善

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
臨
床
検
査
科

　
一
般
的
な

検
査
の
他
、

血
液
凝
固
や

生
化
学
免
疫
、

生
理
、
微
生

物
、
輸
血
な

ど
の
各
種
検

査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
院

内
感
染
対
策
や
栄
養
サ
ポ
ー
ト
、
糖
尿

病
教
室
な
ど
で
は
、
院
内
各
科
の
医
療

連
携
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
や
各
種
健
診
検
査

で
は
、
隣
接
す
る
か
み
や
は
ぎ
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
病
気
の
早
期

発
見
や
治
療
、
予
防
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

●
放
射
線
技
術
科

　
撮
影
室
が
４
部
屋
あ
り
、
一
般
撮
影

検
査
（
胸
、
腹
、
骨
）、
造
影
検
査
（
バ

リ
ウ
ム
を
使
用
し
た
胃
・
大
腸
検
査
や

造
影
剤
を
使
用
し
た
検
査
）、
Ｃ
Ｔ
検

査
、
骨
密
度
測
定
検
査
（
腰
椎
、
大
腿

骨
、
前
腕
骨
）、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
や
夜
間
に

も
、
２４
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

●
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
利
用
者
の
自
宅
に
訪
問
し
て
、
療

養
支
援
す
る

訪
問
看
護
を

行
っ
て
い
ま

す
。
医
療
や

介
護
、
予
防
、

生
活
支
援
と

い
っ
た
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、

安
心
し
た
暮
ら
し
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
入
院
ま
た
は
在
宅
の
選
択
が
不
安

な
く
で
き
る
よ
う
、
医
療
機
関
や
介
護

施
設
と
連
携
し
た
対
応
を
行
い
ま
す
。

岩村町
松田武さん

上矢作町
川上越子さん

　～あなたにとってどんな病院ですか？～　利 用 者 の 声

▼往診先で言葉を交わす西脇病院長

　20年以上前から利用
しています。長年を通し
て先生が自分の体のこと
をよく分かっていてくだ
さるので信頼していま
す。看護師さんもとても
親切なので、少し遠くて
も車で通っています。

　健康と心を守ってくれ
ている大きな存在で、よ
りどころになっていま
す。いつでも受け入れて
いただけるのでありがた
い。高齢化や過疎化する
地域にとって命のとりで
のような存在です。

患
者
を
支
え
る
院
内
の
業
務

●
薬
局

　
薬
剤
は
病
気
の
治
療
に
お
い
て
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
主
な
業
務
は

入
院
や
外
来
の
内
服
薬
や
外
用
薬
の
調

剤
、
入
院
の
注
射
薬
の
セ
ッ
ト
業
務
な

ど
で
す
。

　
一
番
の
特

色
は
、
病
院

内
で
薬
を
調

剤
し
患
者
に

渡
す
院
内
処

方
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で

す
。
病
院
内

で
処
方
薬
を

受
け
取
る
た
め
、
移
動
が
大
変
な
高
齢

者
に
不
便
を
か
け
な
い
、
処
方
の
変
更

な
ど
に
対
処
し
や
す
い
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。
　

●
栄
養
科

　
入
院
患
者
の
毎
日
の
食
事
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
指
導
に
よ
る
治
療
食
に
よ

り
、
食
事
を
通
し
て
病
気
の
治
療
や
生

活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
入
院
生
活
に
お
い
て
、
食
事
を
通
し

て
少
し
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
毎
月
一

回
の
松
花
堂
弁
当
や
、
秋
の
五
平
餅
、

冬
の
回
転
ず
し
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
旬
の
材
料
や
地
元
農
家
が
作
っ
た


